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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
日本は先進諸国のなかでも女性の社会的進出（ジェンダーギャップ指数）がもっとも遅れ
た国として評価されている。したがって、男女平等の実現、女性の社会的・政治的進出は重
要な政策的・実践的課題であり、彼女たちのエンパワーメントをいかに実現するのかという
教 14 
問題は緊要な研究課題でもある。本論文は、この政策的・実践的課題に取り組んだ実証的研
究として評価できる。 
その研究について評価すべき点も少なくない。まず、第１に、エンパワーメント概念の国
際的な議論を踏まえつつ、さらに研究の理論的立場を明らかにしていることである。エンパ
ワーメントをめぐる議論は、往々にして政策レベルの主張にとどまるところがあるが、日本
女性、とりわけ農業や漁業領域及び「無業女性」の現実の分析を通して実証的に究明しよう
としていることである。 
第２に、学習との関連を詳細に究明しようとしていることでる。経験的学習論の理論的立
場に立ち、社会的諸条件がいかに影響を与えているのか。学習のプロセスと女性たちのライ
フコースのイベント、転機などとの関連をとらえようとしている。構築主義というにはやや
単調な分析にとどまっているきらいはあるが、一方で、学習とエンパワーメントを直結して
理解する既存の議論を一歩すすめる研究として評価できるだろう。また、この領域の議論に
教育学の立場からの寄与をなしうる可能性を示した研究として評価できる。 
第３に、女性のエンパワーメントにおける女性センターや男女共同参画センター等の公的
機関、職員の教育者としての役割を明らかにしていることである。デューイにさかのぼるま
でもなく、すべての経験が教育的意義をもつわけではない。一方では、教育的価値をめぐる
選択の問題があり、他方では、教育者の役割が問われなければならない。この点を意識化し
つつセンターの果たしている役割を明らかにしている点は重要な学術的貢献となっている。  
しかしながら、本論文が課題として指摘したコミュニティへの広がりについては十分説得
的な実証は示し得ていない。また、経験的学習論とはいえ、学習論のより具体的立場と分析
概念とを明確化しておくべきだろう。こうした課題をいくつか残してはいるものの、「女性
のエンパワーメントに関する教育学的研究」というテーマに新たな知見を加えた研究として
評価できる。よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
  
